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和歌山県田辺湾におけるイシサンゴ類とイソギンチャク類

（刺胞動物門，花虫綱）の白化からの回復
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Abstract. In August and September in 2017, high rate of bleaching of corals and sea 
anemones observed in Tanabe Bay, Wakayama Prefecture, Japan owing to high water 
temperature more than 29℃due to the recent global warming. However, recovery from 
bleaching in corals (17% from more than 70%, n = c 300) was recorded in October, 2017. 
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（要約）

和歌山県田辺湾でイシサンゴ類やイソギンチャク類（刺胞動物）が、昨今の地球温暖化による高水温

(29℃以上）により 2017年の 8-9月に高率の白化を起こしたので記録した。その後、 10月に入ってイ

シサンゴ類はかなり回復した（7割以上から 17%へ低下， n＝約 300）。

はじめに

黒潮の影響を受ける和歌山県田辺湾内の湾

口に位置する京都大学瀬戸臨海実験所周辺の岩

礁には多くのイシサンゴ類（14科 41属 115種）

が生息している（久保田ほか. 2005). この海

域に 2004年に台風が数度も接近・上陸し繰

り返された強風波浪により海底の砂泥が巻き上

げられ，例えばミドリイシ類上に降り積もるこ

とによる呼吸阻害及び2005年冬季（I～ 2月）
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の低水温等がこのイシサンゴ類の高率の由化を

もたらした（久保田， 2005). その一方で，昨

今の地球温暖化による高水温の影響で，地球的

規模でイシサンゴ類の白化が近年の話題にの

ぼっているが（環境省， 2017），田辺湾におい

てもムラサキイガイの激減とミドリイガイの激

増の顕著な一例（久保田ほか， 2011）が起きて

いるように，本海域でも近年には見られなかっ

た刺胞動物の白化がイシサンゴ類とイソギン

チャク類で 2017年に起こったので，今回，記
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録する．また，その回復についても調査したの

で結果を報告する

材料と方法

2017年 9月4-5日と 9月24日に，京都大

学瀬戸臨海実験所北浜の海岸から約 50m ほど

沖合いまでの約 50m ×50 m の範囲（第一岩礁

と船着き場の周辺）で，岩礁上の水深数m以

浅に成育する約 300群体のイシサンゴ類と最多

で20個体ほどのイソギンチャク類の白化率を，

シュノーケングによる目視観察で調べたー由化

の程度は二群に分けて数え，一つは全体が白

くなって完全に由化したもので（表 l，左欄），

もう一つは群体の一部（数十%以上）が由化

したもの及び群体のほぼ全体の色が薄くなって

いたものである．ここで完全由化率とは，群体

全体が由化したものの率で，前二者の合計（表

l, N，）で前者を割った比率とした．由化率は，

前二者の総数（N，）をこれらと正常個体の数（N2

・N，）を併せた総数（表仁 川）で割った率で

ある 加えて，京都大学瀬戸臨海実験所の近郊

にある瀬戸漁港でも， l区画（約 10m × 10 m) 

を設け，イシサンゴ類の由化率（潜水して分類

群は確認せず）を， 2017年 9月5日，岸壁か

ら目視で調べた．

2017年 10月9日と 10月11日に，上記の調

査区域でイシサンゴ類とイソギンチャク類の由

化からの回復を調べた．この調査では完全由化

したものと一部由化のもののみ数えた．瀬戸漁

港では 2017年 11月3日に同じ区画で目視観察

した．

結果と考察

京都大学白浜水族館で、は，毎日，水温を測定

しており， 2017年は 7月25日より 9月l日ま

での大半の日には水温29℃以上を観測し 8月

表 I. 和歌山県白浜町に所在する京都大学瀬戸臨海実験所北浜のイシサ
ンゴ類とイソギンチャク類の 2017年の白化

Table I. Bleaching of corals and sea anemones from at Kitahama beach of the 

Seto Marine Biological Laboratory, Kyoto University, Shirahama Town, 

Wakayama P児島cture,Japan in 2017. 

完全白化率%(N,) 自化!f,f% (N2) 

分類群 Complete bleaching rate Bleaching rate 

Taxonomic group 9月4,5日 9月24日 9月4,5日 9月24日
Sep. 4 -5 Sep. 24 Sep. 4 -5 Sep.24 

ミドリイシ類
33.9 (115) 10.4 (48) 71.9 (160) 54.5 (136) 

Acropora spp 

ハナガササンゴ
100 (28) 。（30) 100 (28) 100 (30) 

Goniopora /obata 

キクメイシ類
69.0 (58) 55.8 (52) 80.6 (72) 72.2 (61) 

Faviidae 

オオスリバチサンゴ
。（0) 50.0 (4) 0 (2) 80.0 (5) 

Turbinaria peltala 

シコロサンゴ
100 (3) 。（0) 18.8 (16) 。（21)

Pavona decussate 

他のイシサンゴ類
46.2 (26) 58.3 (¥2) 70.3 (37) 30.0 (40) 

Other corals 

サンゴイソギンチャク
83.3 (6) 85.7 (7) 66.7 (9) 100 (7) 

Entacmaea quadrico/o, 

キッカイソギンチャク
100 (¥2) 100 (7) 100 (¥2) 100 (7) 

Antheopsis koseirensis 

イシサンゴ類全種
43.5 (230) 29.5 (146) 73.0 (315) 49.8(293) 

Whole corals 

イソギンチャク類全種
94.4 (18) 92.9 (14) 85.7 (21) 100 (14) 

Whole sea anemones 
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中旬過ぎからは 30℃以上 となった 当該調査

区域では 2017年 8月初旬にはイシサンゴ類の

由化は全く起きていなかったので， 8月中旬以

降の高水温期がより強い影響を与え，この頃か

ら由化が進行したものと推察される．

その結果， 2017年の 9月の初旬と下旬の二

度の調査では，イシサンゴ類全種は半数以上

の群体が白化を起こしており， 9月初旬には 7

割以上もの高率であったが，下旬に白化率が

5割に下がった（表 I).一方，イソギンチャ

ク類 2種 （サンゴイソギンチ ャク Entacmaea

quadrico!orとキ ッカイソギンチャク Antheopsis

koseirensis）は高率の由化を示し，9月下旬に

は 86%から 100%に上がった しかし，個体が

完全に由化した率は，9月初旬の 94%から下旬

の 93%と変化がなかった

イシサンゴ類で白化の程度が最も著しかっ

たのはハナガササンゴ Gonioporalobataで

(100%に 9月初旬から水温が下がってからの

約 3週間後にも回復が全く見られなかった（表

I). 次に由化の程度が著しかったのはキクメイ

シ類 Faviidae(72 -81 %）。あるいはオオスリ

パチサンゴ Twbinaria pe!tata (80 %）であった．

ミドリイシ類 Acroporaspp.は 55-72 %と白

化率は比較的高かったシコロサンゴPavona

decussateは9月初旬に 19%だったが，下旬に

はすっかり 回復した 以上の様に， 種によって

由化の程度と白化からの回復の度合いが異なっ

ていた 一方，瀬戸j魚港の各所でも 由化現象が

見られ， l調査区画の約 20群体のイ シサンゴ

類の白化率が95%以上と大変高率であった （図

図 l 和歌山県白浜町瀬戸漁港のイ シサンゴ類 －イ
ソギンチャク類の白化（2017年9月5日撮影，
左上のタコクラゲの直径は約 15cm) 

Fig. I Bleaching of corals and sea anemones at Seto 
fishing harbor, Shirahama Town, ＼νakayama 
Prefecture, Japan (photographed on September 
5, 2017, Upper left: Mastigias papua c 15 cm in 
diam巴ter)

表2 和歌山県白浜町に所在する京都大学瀬戸臨海実験所北浜のイシサンゴ類、と
イソギンチャク類の 2017年の白化からの回復

Table 2. Recovery from bleaching of corals and sea anemones白omat Kitahama beach 
of the Seto Marine Biological Laboratory, Kyoto University, Shirahama Town, 
Wakayama Prefecture, Japan in 2017. 

完全白化群休 ー個体数 一吉｜；自化群体 ・f間体数

分類1洋Taxonomicgroup 
No. of川dividuals No. of individuals partially 
completely bleached bleached 
10月9,I l日Oct.9, 11 10月9、ll日Oct.9, 11 

ミドリイシ類Acroporaspp 3 13 
ノ、ナガササンゴConiopora/obata 。 6 

キクメイシ~Ji Faviidae 2 14 
オオスリパチサンゴTurb川ariapeltata 。
シコロサンゴ Pavonadecussate 。 。
他のイシサンゴ類Othercorals 8 6 

サンゴイソギンチャク Entacmaeaquadrico/01 3 。
キッカイソギンチャク Antheopsiskoseirensis ウ 。
イシサンゴ類全種Wholecorals 13 40 
イソギンチャク類全種Wholesea anemones 5 。
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ところで，イシサンゴ類の天敵であるオニ

ヒトデAcanthasterplanciが田辺湾やその近

郊で近年大発生しているので（新稲・久保田，

2010），その食害の影響による由化も起こりう

る． しかし，本調査区域ではオニヒトデの生息

は多くはなく，今回も 9月初旬のみに 2個体が

目視されただ、けだ、った．従って，今回の由化は

高水温によるのが主要因となると推察される．

次に，前回の最後の調査から 2週間以上経

過して，由化からの回復があるのかを同様の方

法で調べた．その結果，イシサンゴ類はかなり

の回復がみられたが（約 300群体中日群体の

白化で 17%に低下），イソギンチャク類（5個

体）は全く回復していなかった（表 2）.従って，

今回，田辺湾の湾口付近に位置する瀬戸臨海実

験所前海で初めて起きた大規模な由化は，大部

分のイシサンゴ類では死亡を免れたものとなっ

た．一方，イソギンチャク類についてはさらな

る継続調査が必要である 一方，瀬戸漁港のイ

シサンゴ類の由化率も約 30%(n = C 20）まで

に減少し死亡をかなり免れた
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